
ＭＤＴ 

テーブル機能 
 
 Pandat 5.0 からテーブル機能が新規に追加されました。 Table メニューには 
Table Option, Edit, Save, Excel, Create Graph, Import が用意されています。 
Table メニューは下図の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツールバーにも各アイコンが用意されています。但し、Table メニューとツールバーとも

に、Explorer window において Tables が選択された時にのみ有効となります。 
 
 
 
 
 
1. Table Options 
 
 Pandat は下記の計算を行うと自動的にテーブルを作ります。 
   ライン計算 (1D)、状態図計算 (2D)、液相面計算、凝固計算 
各計算時のテーブル内容（format）を Table Options で定義できます。 
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2. Edit Tables 
 
 計算後、Pandat が自動的に作成したテーブルを画面上で見て、「他の値を見たい」「単位 
mass > mol を変えたい」時にこの機能を利用します。注意：Default Table を削除・変

更しないでください。通常、新規にテーブルを定義します。 
 New 
 新しいテーブルを作る 

 
 選択したテーブルを削除する 

 
 
 
 
 
 
 
   New ボタンをクリックすると、 
   新しい空白行が作られます。 
 
 
 
 
 
   適当なテーブル名を入力します。 
   たとえば tab1 
 
 
 
 
   必要とする熱力学量を Fields 
   欄に入力します。 
   たとえば mass fraction of Ti 
   と温度（℃）の２変数 
 
 
   作られるテーブルは２列ということになります。 
 
   ＯＫボタンをクリックします。 
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 画面表示されるテーブル名は tab1 であり、定義した２列となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このように各種熱力学量をテーブルを介して画面表示することが出来ます。 
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3. Save Table 
 
 画面表示中のテーブル値をファイルに保存できます。 テーブル定義を保存するのでは

なく、テーブルの中身（数値）を保存します。 
ファイルの１行目は変数名 w(ti) と t[c]となります。 
列はタブで区切られます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一方、画面表示中の値を 
範囲選択後 
Ctrl キーと Shift キー 
を押しながら C キー 
を押すことでコピーできます。 
 
 
 WORD や EXCEL にて 
その値（数値表）を貼り付け 
ることが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
4. Excel  
 
 テーブル値を直接 Excel に貼り付けます。 
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5. Create Graph 
 
 画面表示されている数値テーブルにおいて、２つ以上の列を選択することでその図を表

示させることが出来ます。 
最も左側に選択した列がＸ軸となります。 右側に選択した列がＹ軸となります。 
列を指定するにはタイトル行をクリックします。２列目を指定する際には Ctrl キーを押し

ながらタイトル行をクリックします。 
 そして Table メニュー  Create Graph を行います。 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 テーブルから 
 作成した図 
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6. Import 
 
 この機能を利用してデータ（例えば実験数値）を Pandat に取り込むことができます。 
データはアスキーファイル（テキストファイル、*.txt もしくは *.dat）として用意します。 
データの１行目は「列の名前」にする必要があります。 

注意：「列の名前」は重複させないで下さい。 
データの列は空白文字もしくはタブでセパレートします。 
 
 
まずデータファイルを作ります。 
 
 
 
 
 
計算後、Import を実行します。 
 
 
Pandat に取り込む 
ことが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このデータファイル名は 
図を作成する際に Available Tables 項にて 
選択でき、ファイル１行目に定義した 
「列の名前」が表示されます。 
図のＸ変数とＹ変数をどれにするのか 
ここで選択することが出来ます。 
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